
 

夢・あこがれをもつ子どものために 
新しい学期が始まりました。一人ひとりの顔をみると、元気がわいてき

ます。10年後、20年後を考えながら、「夢・あこがれ」をもってがんばっ

ている子どもたちのために、今できることを、学校とご家庭でスクラムを

組んでやっていければと思います。2 学期もよろしくお願いいたします。 

 

さて、上の図は「夢やあこがれ」をもつためには何が大事かを説明して

①夢（自己

実現の欲

求）

②認められる
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③クラスや家庭での存

在感がある（社会的欲

求）

④いじめのない学校・安心でき

る家庭・安全な地域（安全の欲

求）

⑤食事・睡眠・健康

（生理的欲求）
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いる図です。 

まず一番の土台になるのが、⑤「食事・睡眠・健康」です。特に睡眠は

足りているでしょうか。メディアとの付き合い方はどうでしょうか。生活

リズムについては、スマイル日記や月ごとのアンケート、学校保健委員会

などを活用しながら、家庭と学校が一体となってやっていきましょう。 

 

次に、④安心できる学校・家庭です。特にいじめについては「見逃さな

い」「許さない」を大事にしていきます。 

 

3番目が、③学級や家庭での存在感です。自分の居場所があり、必要と

されていることを実感することが大事です。118名がそれぞれに活躍でき

る場、必要される場づくりについても工夫していきます。 

 

4番目が②認められることです。このことについては、「ひなただより」

にも詳しく書いています。また、学校では、ホカホカ言葉や相手がうれし

くなることを１０個以上しましょうと呼びかけています。チクチクする言

葉の後には、嫌な言葉しか返ってきません。安心できる心にも通じること

です。 

 

そして、これらの土台があって初めて子どもは、①「夢・あこがれ」を

もつことができます。 

1 学期終業式では、6 人のスターを紹介しました。特別なことをするで

もなく、自分の目標に向かってひたむきにがんばっている姿を紹介しまし

た。2学期の始業式も同じような話をしました。「あいつよりもまし」では

なく、「あの人のようになりたい」という意識を個々の児童に高めていき

たいと思っています。「ほめられたことはつづける、つづければ本物にな

る」を言い続けていきます。 

☆ 休みなど時間のあるときに、閲覧していただくと幸いです。 

「香焼小」でも 検索ください 

 

まずは 大人からあいさつ 


